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再エネ導入ポテンシャルメニュー

⚫ 太陽光、風力、中小水力、地熱、
地中熱、太陽熱、木質バイオマスの7
種類の再エネ種別ごとに、再エネポテン
シャルの数値および地図上で導入可
能性の高い区域を確認できます

地域脱炭素化支援ツール

⚫ 地域脱炭素化支援ツールを使い、再エネ種別ごとの目標値や促進区域の検討を、
電力需要やポテンシャル情報・除外区域等を把握しながら検討できます

その他機能（分析ツール・データ） 

入力した自治体における説明対象の
ポテンシャルが高い区域を地図上で表示

特定の情報レイヤー
を選択可能

再エネポテンシャルと除外条
件を参照し、再エネ導入の
促進区域を検討

自治体や事業者が所有する
GIS情報を投稿し、既存ポ
テンシャル情報と重ね合わせ
た区域で、ポテンシャルがある
除外区域等を把握
※ログイン時のみ利用可能

電力需要量、CO2削減量
等を把握しながら、再エネ
導入目標を検討

再エネ導入目標設定
再エネ促進区域検討

促進区域検討 地域固有情報の投稿

データ分析ツール

⚫ 中小水力分析データ・ツール
⚫ 時空間ポテンシャル
データ

⚫ 航空画像・衛星画像を
基にしたAI分析による
太陽光の導入状況

⚫ 搭載データ（地図）
搭載されている再エネポ
テンシャルと促進区域
関連情報を地図上で
重ね合わせて確認

⚫ 搭載データ
⚫ 過年度報告書

  

自 

再エネポテンシャル

・・・

利用目 に  て地図を重ね合わせ

促進区域設定に る   令関連情報
 び 計除外条件

サイトリンク：https://repos.env.go.jp/

地域脱炭素の実現に向けた検討にあたり、再エネポテンシャルの把握や
再エネ導入目標設定、計画策定、促進区域の検討をREPOSが支援します

⚫ 地域脱炭素化支援ツールを拡充し、再エネ導入目標や促進区域を
REPOSのサイト上で検討できるようになりました

⚫ 自 保護区域等の除外区域を確認しながら、再エネ導入促進区域を
検討することができます

⚫ 地域固有情報の投稿機能により、自治体の固有情報をREPOSにアップ
ロードし、REPOSの情報と組み合わせた分析・検討を実現できます

リニューアルによるREPOSの改良点

再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS）は、再エネ関連
情報の提供により、再生可能エネルギーの導入促進検討支援を行う
ポータルサイトです

REPOSとは

再生可能エネルギー情報提供システムのご紹介
「Renewable Energy Potential System 通称：REPOS（リーポス）」

地方公共団体実行計画の検討の流れ

地域にどれだけ
再エネを導入できる
か知りたい

自然保護区域等、
地域情報を確認しながら
促進区域を検討したい

目標設定にあたって、
電力需要量や再エネ
導入可能区域を
把握したい

現状把握

CO2排出量、
再エネ導入ポテンシャル
等の現状数値の把握

施策策定

再エネ導入計画の
策定と合意形成

目標設定

省エネ・再エネ
導入目標の設定

両機能の画面を切替え、目標値・促進区域の
両者を確認しながら検討ができます

サイトリンク：https://repos.env.go.jp/web/

https://repos.env.go.jp/web/
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REPOSの機能概要
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再エネ導入目標設定
電力需要量、CO2削減量等を把握しながら、
再エネ導入目標を検討できます。

再エネ促進区域検討
再エネポテンシャルと除外条件を参照し、
再エネ導入の促進区域を検討できます。

地域固有情報の投稿
自治体や事業者が所有するGIS情報をREPOSに
投稿できます。※ログイン時のみ利用可能

1. REPOS機能の全体像

◼ REPOSでは、地域脱炭素計画の策定にあたって必要な再エネ導入ポテンシャルメニュー、
および再エネ導入の目標設定・促進区域検討支援ツール等を提供しています。

再エネ導入ポテンシャルメニュー

太陽光、風力、中小水力、地熱、地中熱、太陽熱、木質バイオマスの
7種類の再エネ種別ごとに、再エネ導入ポテンシャルの数値および地図上で
導入可能性の高い区域を確認することができます。

地域脱炭素化支援ツール

以下３つの機能を使い、再エネ種別ごとの目標値や促進区域の検討を、
電力需要や再エネ導入ポテンシャル情報・除外区域等を把握しながら
検討することができます。

1

2

３

その他機能（データ・分析ツール） 

ヘッダーメニュー「データ＞搭載データ（地図）」からは、
REPOSに搭載されている再エネ導入ポテンシャル・除外区域等の情報を
地図上で重ね合わせて確認することができます。

REPOSトップページ
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2. 主要機能概要

◼ 太陽光、風力、中小水力、地熱、地中熱、太陽熱、木質バイオマスの7種類の再エネ種別に対して、
表示項目による(※)再エネポテンシャルが高い区域を把握できます。

太陽光 対象：陸上風力、洋上風力
表示項目：
風速（陸上：5.5m/s~、 洋上：6.5ｍ/s~）風力

対象：河川部、農業用水路
表示項目：
設備容量（100~10,000~kW）

中小
水力

対象：蒸気フラッシュ、バイナリー、低温バイナリー
表示項目：
設備容量（0~40,000~kW/km2 ）地熱

表示項目：
利用可能熱量
（5~50~TJ/年・km2 ）地中熱

対象：
建物系、土地系
表示項目
設備容量（0~10,000~kW/km2 ）

表示項目：
利用可能熱量
（10~100~TJ/年・km2 ）太陽熱

入力した自治体における
太陽光（建物系・土地系）のポテンシャルが
高い区域を地図上で表示

表示する
メッシュを変更可能

※本サイトでは、設置可能面積、平均風速、河川流量等から理論的に算出することができるエネルギー資源量（賦存量）のうち、土地利用
に関する制約要因による設置の可否を機械的に考慮したエネルギー資源量（推計値①）を再エネ導入ポテンシャルとして提示しています。

再エネ導入ポテンシャルメニュー

特定の建物区分や
農地・ため池等の
対象を選択可能

表示項目：
発生量（森林由来分）（0~1,500~㎥/k㎡・年）
発熱量（発生量ベース）（0~9,000~GJ/k㎡・年）

木質
バイオマス
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該当自治体の再エネ導入ポテンシャルや区域内の
電力需要量を確認しながら、排出 数と再エネ導入目標値
を検討した上で、目標設備容量との差分を確認できます。

2. 主要機能概要

◼ 本ツールを用い、自治体の再エネ導入目標および促進区域を検討することができます。
両機能の画面を切替えることで、目標値・促進区域の両者を確認しながら検討することが可能です。

再エネ導入ポテンシャルや導入時に除外・考慮すべき区域情報・
  情報を地図で重ね合わせながら、設定した目標値を参照し、
促進区域を検討できます。

再エネ導入目標設定 再エネ促進区域検討1 2地域脱炭素化支援ツール

再エネ導入目標設定1 再エネ促進区域検討２
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2. 主要機能概要

◼ 自治体や事業者が所有する地域固有のGIS情報をREPOSに投稿することで、
再エネ導入ポテンシャル情報等と重ね合わせて、各区域への再エネ導入の可能性を検討することができます。

投稿した情報は
地図上で確認可能

既存ポテンシャル情報と投稿した情報を
重ね合わせた区域で、除外区域を除いた
ポテンシャルを有する区域等を把握可能

※本機能はログイン時のみ利用可能

地域固有情報の投稿3

地域固有情報の投稿3地域脱炭素化支援ツール

※本機能で投稿した情報は一般には公開されず、投稿した自治体のみが閲覧・利用可能となります
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◼ 搭載データ（地図）

ゾーニングに関連する一般 な地図
情報（自然、景観、文化財など）や
ポテンシャル情報を重ね合わせて
利用することができます。
※次ページ参照

◼ 搭載データ

REPOS搭載のGIS情報を一覧化してい
ます。搭載情報を俯瞰 に把握する場
合や、GIS情報(shape)を入手したい
場合に利用できます。
また、特定の自治体での再エネ種別の
導入ポテンシャル量などを整理した
自治体再エネ情報カルテも確認できます。

◼ 過年度報告書

過年度報告書に、 計方法の詳細等を記載しています。

◼ 中小水力分析データ・ツール

中小水力分析データ

FIP制度下での中小水力発電収入
分析情報を確認することができます。
中小水力分析ツール

地図上で中小水力発電の事業化に
関する検討ができます。

◼ 時空間ポテンシャルデータ

太陽光発電と風力発電の導入ポテ
ンシャルの年間を通 た変動（30分
間隔）を地図上で動画で確認する
ことができます。

◼ 航空画像・衛星画像を基にしたAI分析による
太陽光の導入状況

既設PV（太陽光発電）の導入量、
PV未設置の建物における導入ポテンシャルを掲載しています。

3. その他ツール(分析ツール・データ）

◼ 前述の主要機能以外にも、REPOSでは「中小水力分析データ・ツール」・「時空間ポテンシャルデータ」等の
分析ツールや情報を提供しています。

◼ 搭載データメニューでは、REPOSに搭載されているデータを一覧で確認することができます。

分析ツール データ
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【参考】データ：搭載データ（地図）

◼ REPOSの搭載データ（地図）画面では、再エネ導入ポテンシャルと、自然・景観情報や災害関連情報等の
地図情報を重ね合わせて確認することができます。

利用目 に  て地図を重ね合わせ

促進区域設定に る   令関連情報
 び 計除外条件

地図の重ね合わせイメージ

【重ね合わせが可能なレイヤーの（例）】
• 再エネ導入ポテンシャル：
太陽光、風力、中小水力、地熱、地中熱、
太陽熱、木質バイオマスの7種類

• 自 ・  情報：
自然公園区域、鳥獣保護区、生息地等保護区 等

• 災害関連情報：
土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域、浸水想定区域 等

※詳細は次ページの搭載地図情報一覧をご参照ください。

表示したい情報レイヤーを選択（ の状態）すると
重ね合わせて表示される

搭載データ（地図）画面

災害関連

自 ・  

・・・

再エネ導入ポテンシャル

自然保護公園等の
再エネ導入不可の区域が
地図上で判別できます

太陽光（建物系）ポテンシャルと自 公園区域を重ねて表示した場合
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4. 搭載地図情報一覧

◼ 再生可能エネルギーや促進区域検討に る地図情報を豊富に収録しています。

促進区域設定に係る環境省令関連情報及び推計除外条件※

• 原生自然  保全地域【除イ】
• 自然  保全地域（国指定）【除イ】
• 自然公園区域【除ロ】
• 鳥獣保護区【除ハ】
• 生息地等保護区【除ニ】

一律に除外すべき区域
（温対法施行規則第五条の二第1項第一号）

考慮が必要な区域
（温対法施行規則第五条の二第1項第二号）

その他の留意が必要な施設・エリア等
（温対法施行規則第五条の二第1項第三号 他）

再生可能エネルギー

• 太陽光（建物系/土地系）
• 風力（陸上/洋上）
• 中小水力
（河川部/農業用水路）
• 地熱
（蒸気フラッシュ/バイナリー/
低温バイナリー）

• 地中熱
• 太陽熱
• 木質バイオマス

再生可能エネルギー発電所情報電力系統情報 需要地情報

• 原子力発電所
• 火力発電所
• 水力発電所
• その他発電所
• 変電所
• 開閉所
• 変換所
• 送電線

• 学校
• 病院、診療所
• 福祉施設
• 図書館
• 建築物
• 熱需要量

• 熱需要マップ
• 採熱率マップ

発電所 事業計画認定情報

• 太陽電池発電所
• 風力発電所
• 地熱発電所

• 太陽光発電
（2,000kW未満）
• 太陽光発電
（2,000kW以上）
• 風力発電
• 水力発電
• 地熱発電
• バイオマス発電

導入ポテンシャル情報

• 自然  保全地域（都道府県指定）
• 自然公園区域
• 鳥獣保護区
• 世界自然遺産
•   の保全を目 とする法令等により指定された地域等
（文化財等/景観地区等/土地利用）

• 地形 び地質の状況
• 景観 び人と自然とのふれあいの活動の場の状況
• 土地利用
• 河川、湖沼 び海域の利用並びに地下水の利用の状況
• 土砂災害特別警戒区域
• 土砂災害警戒区域
• 土砂災害危険箇所

• 自然公園区域【考イ】
• 生息地等保護区【考ロ】
• 砂防指定地【考ハ】
• 地すべり防止区域【考ニ】
• 急傾斜地崩壊危険区域【考ホ】
• 保安林【考ヘ】

• 浸水想定区域（洪水/津波）
• 山地災害危険地区
（国有林/民有林/民有林直轄事業区域）

ポテンシャル推計基礎情報

資源量に関する基礎情報

• 風況マップ
• 遊休農地
• 地下温度構造

• 建物区分
• 農地
• ため池
• 地域別発電量 数

自治体別集計情報

• 都道府県別
• 市町村 び特別区別

太陽光 太陽熱

• 地域別日射量情報

配慮施設

航空・防衛関連情報

中小水力関連情報

その他情報

• 経緯線
• 道路
• 行政区域

※ 計除外条件：再エネ導入ポテンシャルを 計する際に考慮する、
一部の除外条件を指します。その他の除外条件などは搭載データにて確認可能です。
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地域脱炭素の実現に向けた検討における
REPOSの活用方法
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5. 地域脱炭素の実現に向けたREPOSの支援

◼ 地域脱炭素の実現に向けた検討にあたり、再エネ導入ポテンシャルの把握や再エネ導入目標設定、
計画策定、促進区域の検討をREPOSが支援します。

自
治
体
の
検
討/

実
施
事
項

⚫ 区域施策編を立案するにあたって、
再エネの導入可能性を知りたい

⚫ 需要量や地域の再エネ導入可能性のある区域等の
情報を把握した上で、目標設定をしたい

⚫ 自 保護区等の再エネ設備の導入に
適さない区域を把握した上で促進区域を選定したい

再エネ導入ポテンシャルメニュー

再エネ導入目標設定1

地域脱炭素化支援ツール

再エネ促進区域検討２

地域脱炭素化支援ツール

現状把握 目標設定 施策策定計画策定準備

地域脱炭素計画
の策定準備

GHG排出量等の
現状数値の把握

再エネ導入計画の
策定と合意形成

◼ 各種現状数値把握
• GHG排出量
• エネルギー消費量

◼ 再エネ導入
ポテンシャルの把握

省エネ・再エネ
導入目標の設定

◼ GHG削減目標の設定
◼ 将来エネルギー消費推計
◼ 再エネ導入実績の把握
◼ 再エネ導入目標の設定
◼ 省エネ目標の設定
◼ 自治体内合意形成

◼ 再エネ導入計画策定
◼ ゾーニング/促進区域検討
◼ 除外・考慮すべき区域の検討
◼ 関係者等との合意形成

事業化

経済性を踏まえた
民間事業化

導入・
進捗管理

施策実施及び
進捗管理
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【参考】REPOSの活用状況

5. 地域脱炭素の実現に向けたREPOSの支援

◼ 全国の半数以上の自治体が、地域脱炭素に向けた検討をする中でREPOSを活用しています。

◼ 再エネ導入の初期検討や区域施策編などの計画策定、関 者とのコミュニケーションなど、様々な場面で
ご活用いただけます。

計画策定におけるREPOSの活用実績（令和7年） REPOSの活用場面（例）

*1：令和6年度・令和7年度の「再生可能エネルギー資源発掘・創生のための情報提供システム整備事業」
における、自治体HPの全数調査による集計結果。事務事業編においてREPOSを引用した自治体数も含む
*2：令和6年度「地球温暖化対策の 進に関する法律施行状況調査」*3で「区域施策編を策定済み」と
回答した自治体数が941件、令和7年度の調査の結果、区域施策編のドキュメントが自治体HPで確認でき
た自治体数が166件であったため、区域施策編を策定済みの自治体数を合計1107件とした
*3：区域施策編を策定済みの自治体数1107件から、REPOSの引用実績*1が確認できた自治体数651
件を差し引きし、456件を「区域施策編を策定済だがREPOSの引用無」とした
尚、上記調査の出典は以下の通り
*4：    地方公共団体実行計画策定・取組状況（2026/02/27参照） 
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/sakutei.html

651件456件

令和7年度までに区域施策編を策定済みの1,107自治体*2のうち、
651自治体（約59%）がREPOSを引用しています。

*1

凡例：
■区域施策編策定済み、
 かつREPOS引用有り
■区域施策編策定済み、
 かつREPOS引用無し

◼ 再エネ種別ごとの再エネ導入ポテンシャル量の把握
◼ 再エネ導入可能性が高いエリアの把握

◼ 再エネ導入ポテンシャルの現状を区域施策編等の計画に掲載
✓ 再エネ導入ポテンシャル数値の活用
✓ 再エネ種別ごとの導入ポテンシャル地図の活用

◼ GHG削減目標を達成する上で必要となる再エネ導入目標を試算
✓ 再エネ導入ポテンシャル数値をもとに導入目標を試算
✓ ツールで再エネ導入目標によるCO2の削減目標量を試算

自治体内での初期検討

区域施策編での引用

住民・事業者とのコミュニケーション

◼ 住民への再エネ導入の理解促進に向けて、
市内の再エネ導入ポテンシャル情報を掲示

◼ 住民・事業者との具体 な再エネ導入施策の協議時に、
REPOSの除外すべきエリアの情報を活用する 等

*3

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/sakutei.html
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【参考】地方公共団体実行計画策定における主なツール

5. 地域脱炭素の実現に向けたREPOSの支援

◼    では地方公共団体実行計画（区域施策編、地域脱炭素化促進事業編）をは めとする、
脱炭素関連の計画の策定～実行に向け、多くの情報を提供しております。

◼ REPOSは主に再エネ導入に関する情報を提供しており、自治体排出量カルテ等の他の情報と
組み合わせることで、多角 な観点から検討を進めることができます。

REPOS
• 全国・地域別の再エネ導入ポテンシャル情報等を、データと地図で可視化
したウェブサイトであり、再エネ導入ポテンシャルに加え、再エネ導入に関連
するエネルギー情報や  情報も併せて提供

• 地域脱炭素化支援ツール（再エネ目標設定、再エネ促進区域検討）、
自治体再エネ情報カルテなどの機能も提供

EADAS
•   アセスメントにおいて地域特性を把握するために必要となる自然  
や社会  に関する情報を一元 に収録、提供することを目 に運用

区域施策編 地域脱炭素化促進事業編

• 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル
（簡易版/ひな形/詳細版/算定手法編）

• 地域主導の再エネ・地域脱炭素に関する取組事例集

• 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル
（地域脱炭素化促進事業編）

• 地域脱炭素のための促進区域検討等に向けたハンドブック

区域施策編・地域脱炭素化促進事業編の概要・策定マニュアル等については、「脱炭素地域づくり支援サイト＞地方公共団体実行計画」にてご確認ください。

概要

マニュアル

ツール・
参考
資料

地球温暖化対策計画に即して、その区域の自然 社会 条件に  て、温室
効果ガスの排出量削減等を 進するための総合計画であり、計画期間に達成す
べき目標を設定し、その目標を達成するために実施する措置の内容を定めるととも
に、排出量削減等を行うための施策に関する事項として、再エネの導入、 エネの
促進、廃棄物等の発生抑制等循 型社会の形成等について定めるもの

地球温暖化対策の 進に関する法改正において、区域施策編に施策の実
施に関する目標を追加するとともに、市町村は、地域の再エネを活用した脱炭
素化を促進する事業に る促進区域や  配慮、地域貢献に関する方針
等を定めるもの

自治体排出量カルテ
• 排出要因分析に活用可能な現況 計の分析データ、特定事業所の排出
量データ、再エネ導入量、再エネポテンシャル等の各種データが把握可能な
ツール

地域経済循環分析

排出係数

部門別CO2排出量の現況推計
• 「標準 手法」（全国や都道府県の炭素排出量を部門別活動量で按分
する方法）による全市区町村の部門別CO2排出量の現況 計値データ

運輸部門（自動車）CO2排出量推計データ

地球温暖化対策計画書制度ガイドライン（令和5年）

本ツール

地域脱炭素化促進事業に対する優遇措置について

地域脱炭素化促進事業制度による認定事業のうち、太陽光施設に
関する税制優遇措置（固定資産税減免）

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/local_keikaku/
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本章では、地方公共団体実行計画（区域施策編、地域脱炭素化促進事業編）の作成時など、
地域脱炭素の実現に向けた検討におけるREPOSの活用方法を紹介します。

◼ 現状把握
◼再エネ導入ポテンシャルの把握

◼目標設定
◼再エネ導入目標の設定

◼施策検討
◼再エネ導入計画策定
◼ゾーニング/促進区域検討
◼除外・考慮すべき区域の検討
◼関 者等との合意形成

地域脱炭素の実現に向けた検討における
REPOSの活用方法

現状把握

目標設定

施策策定
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地域脱炭素化
促進事業編

6. 再エネ導入ポテンシャルの把握

現状把握 目標設定 施策策定

◼ REPOSで地域の再エネ導入ポテンシャル分布 び数値を把握

REPOSを活用した
再エネ導入ポテンシャルの把握

再エネ導入
ポテンシャルメニュー   

推計値 地図

自治体再エネ情報カルテ

⚫区域施策編を策定するにあたって、
どれだけ再エネを導入できるかを知りたい

⚫区域内で特に強みとなる
再エネ種別やそのポテンシャル量について把握したい

⚫計画を策定している他自治体の
再エネポテンシャルと比較したい

地方公共団体
実行計画

区域施策編

地方公共団体実行計画等への検討結果の反映

自治体内での再エネ導入に向けた検討

自治体の現状を把握する際に活用できるREPOSの機能

目次
１．区域施策編策定の基本 事項・背景・意義
２．温室効果ガス排出量の 計・要因分析
３．計画全体の目標
４．温室効果ガス排出削減等に関する対策・施策
（1）区域の各部門・分野での対策とそのための施策
ア 再生可能エネルギーの導入促進
１）再生可能エネルギー導入目標の設定の

基本的な考え方
２）再エネ導入状況及び導入ポテンシャルの

現状把握
5．区域施策編の実施 び進捗管理

◼ 再エネ導入目標や再エネ導入に向けた施策を検討する際に、地域における再エネ導入ポテンシャルを、
REPOSを用いて把握することができます。

区域施策編の現状把握の章で地域の再エネ関連の状況を説明
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【活用イメージ】区域施策編等の計画における現状把握への掲載

6. 再エネ導入ポテンシャルの把握

◼ 地方公共団体実行計画の区域施策編、地域脱炭素化促進事業編において、
地域の再エネ導入ポテンシャルの現状等を説明される際に、REPOSの画面を掲載いただくことが可能です。

現状把握 目標設定 施策策定

【太陽光発電】
平野の都市部に（建物系）

ポテンシャルが高い

【風力発電】
山間部の一部に分布

【中小水力発電】
○○川/水路に分布

【木質バイオマス発電】
A市の森林部に分布

A市における再エネ導入ポテンシャルマップ

出典：再生可能エネルギー情報提供システム【REPOS（リーポス）】
（   ）（https://repos.env.go.jp/web/）を加工して作成

(１)再エネ導入ポテンシャルの現状
• A市では太陽光（建物系・土地系）のポテンシャルが高い。
• 一部地域では、陸上風力のポテンシャルも確認できる。

A市における再エネ導入ポテンシャル

区分 導入ポテンシャル（MW）

太陽光
建物系

官公庁 10.432

病院 6.791

学校 15.859

戸建住宅等 213.941

集合住宅 5.468

工場・倉庫 10.619

その他建物 386.348

鉄道駅 0.138

合計 649.596

4 温室効果ガス排出削減等に関する対策・施策

A市における太陽光（建物系）導入ポテンシャル

• A市西部の商業エリアは太陽光（建物系）のポテンシャルが高い。
• 一方、西部の山間部では風況が良好であり、
陸上風力の再エネポテンシャルを一部有している。

地域の再エネ導入ポテンシャルに関する説明のイメージ（区域施策編等の計画での掲載を想定）
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太陽光（建物系・土地系）、陸上風力、中小水力、地熱、地中熱、太陽熱、木質バイオマスの
再エネ種別ごとに、地図上で再エネの導入可能性がある区域を把握できます。

【機能のご紹介】再エネ導入ポテンシャルメニュー（地図）

6. 再エネ導入ポテンシャルの把握

◼ 再エネ導入ポテンシャルメニュー 地図

現状把握 目標設定 施策策定

【当機能で表示できる情報】

◼再エネポテンシャル情報
• 太陽光（建物系/土地系）※
• 風力（陸上/洋上）
• 中小水力
• 地熱・地中熱・太陽熱
• 木質バイオマス

※建物・土地区分に  た、太陽光発電
の導入ポテンシャルを表示できます。
（建物：官公庁、病院、学校 等）
（土地：田、畑、水上）

◼電力系統情報
• 発電所
• 変電所・開閉所・変換所
• 送電線

◼ (推計除外条件)※
• 自然  保全地域
• 土砂災害関連情報 等
※再エネ導入ポテンシャルを 計する際に
除外されている条件

1

2

① 太陽光、風力、中小水力、地熱、地中熱、太陽熱、木質バイオマスから、確認したい再エネ種別を選択
② 表示する情報レイヤーを選択
③ 背景の地図や地図のズームレベルを調整
※レイヤーによって表示できるズームレベルが異なります。表示されない場合はズームレベルを調整ください

操作方法

3

再エネ導入ポテンシャルを地図上で確認し、
導入可能性が高い区域を把握できます

1

2

3

REPOSサイトリンク：再エネ導入ポテンシャルメニュー＞地図

https://repos.env.go.jp/web/main/pote_map/sunlight
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自治体ごとの再エネ導入ポテンシャルの詳細数値に加え、
再エネ導入に関連する再エネ実績、需要量、排出量等
に関する情報も確認できます。

【機能のご紹介】再エネ情報カルテ、再エネ導入ポテンシャルメニュー（推計値）

6. 再エネ導入ポテンシャルの把握

◼ 自治体再エネ情報カルテ

再エネ種別ごとに、再エネ導入ポテンシャルの数値を
棒グラフや表形式で把握し、他自治体と比較した現状を
確認できます。

◼ 再エネ導入ポテンシャルメニュー 推計値

REPOSサイトリンク：再エネ導入ポテンシャルメニュー＞ 計値REPOSサイトリンク：搭載データ>自治体再エネ情報カルテ＞太陽光詳細版

現状把握 目標設定 施策策定

【当機能で表示できる情報】

◼再エネポテンシャル数値情報
• 再エネ導入ポテンシャル、
賦存量
（合計/再エネ種別）

• 太陽光建物別/土地別
導入ポテンシャル

• 木質バイオマス詳細情報

◼検討の関連情報
• 再エネ導入実績（FIT/FIP）

• 域内電力需要量
• CO2排出量

選択した再エネ種の導入ポテンシャルの
都道府県別・市区町村別のグラフ・表を
確認できます

太陽光
風力
中小水力
地熱

地中熱
太陽熱

木質バイオマス

自治体再エネ情報カルテ（概要版）

◼ 導入実績に関する情報

◼ ポテンシャルに関する情報

◼ 需要量に関する情報

◼ 関連情報

https://repos.env.go.jp/web/map/map_estimate_01
https://repos.env.go.jp/web/data/mounted_data#anchor-3
https://repos.env.go.jp/web/data/mounted_data#anchor-3
https://repos.env.go.jp/web/data/mounted_data#anchor-3
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本章では、地方公共団体実行計画（区域施策編、地域脱炭素化促進事業編）の作成時など、
地域脱炭素の実現に向けた検討におけるREPOSの活用方法を紹介します。

◼ 現状把握
◼再エネ導入ポテンシャルの把握

◼目標設定
◼再エネ導入目標の設定

◼施策検討
◼再エネ導入計画策定
◼ゾーニング/促進区域検討
◼除外・考慮すべき区域の検討
◼関 者等との合意形成

地域脱炭素の実現に向けた検討における
REPOSの活用方法

現状把握

施策策定

目標設定
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◼ 「再エネ導入目標設定」ツールでは、電力需要量、CO2削減量等を
把握しながら、再エネ導入目標を検討することができます。

REPOSを活用した
排出削減に向けた再エネ導入目標の設定

7. 再エネ導入目標の設定

◼ 地域の再エネ導入目標量、再エネ種別ごとの導入目標の設定をする際に、
REPOSの地域脱炭素化支援ツールの「再エネ導入目標設定」「促進区域検討」の機能では、
電力需要量、CO2削減量等を把握しながら試算ができます。

現状把握 目標設定 施策策定

STEP1 地域における再エネ導入目標を設定

STEP2 再エネ種別ごとの再エネ導入目標を設定

STEP3 目標との差分を確認

合計導入量、CO2削減量：○○
全体排出量の□□ %削減に相当

参考：貴自治体のCO2排出量△△

目標との差分を確認し、
FIT/FIP以外の導入実績を追加する

再エネ促進区域検討再エネ導入目標設定

地域脱炭素化支援ツール

⚫ 域内の需要量や再エネポテンシャル等の情報を
把握した上で、導入目標を設定したい

⚫ 再エネ種別毎に細かく導入目標を設定したい

⚫ 設定した目標に対して、再エネ導入可能エリアの
情報を見ながら目標を修正したい

自治体内での再エネ導入に向けた検討

自治体排出量カルテ

現状のCO2排出量を把握

目標設定を検討する際に活用できるREPOSの機能

地域のGHG排出量・
電力需要量を連携

再エネ導入によるCO2削減量
を見比べながら再エネ導入目標
を検討できます
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【活用イメージ】区域施策編等の計画における再エネ導入目標の設定

7. 再エネ導入目標の設定

◼ 地方公共団体実行計画の区域施策編等において、地域の再エネ導入目標量を設定する際に、
REPOSの「再エネ導入目標設定」画面で導入目標を試算することが可能です。

4 温室効果ガス排出削減等に関する対策・施策

区域施策編等での再エネ導入目標設定に関するイメージ

現状把握 目標設定 施策策定

(3)再エネ導入目標値
再エネ導入ポテンシャル び実際の導入可能性等を鑑み、
2050年までに△△MWのの再エネ導入を目標として設定している。

シナリオ①基本 シナリオ②強化

再エネ種別
再エネ導入
ポテンシャル
（MW）

ポテンシャル
に対する

導入割合(%)

目標設備容量
（MW）

ポテンシャル
に対する

導入割合(%)

目標設備容量
（MW）

太陽光
（建物系）

○○ ◇◇ △△ ◇◇ △△

太陽光
（土地系）

○○ ◇◇ △△ ◇◇ △△

陸上風力 ○○ ◇◇ △△ ◇◇ △△

・・・

木質バイオマス ○○ ◇◇ △△ ◇◇ △△

合計 ○○ △△ △△

再エネの導入に伴い2050年時点のCO2の排出削減量は○○になり、
基準年と比較して○○%を削減していることになる。

2050年度の予測電力需要量のうち、再エネ導入目標量は□□％を占める。

再生可能エネルギー導入目標及び推定CO2削減量

◼ 2050年度の削減目標達成に向けて、複数のシナリオを設定します。
◼ 再エネ導入ポテンシャルをもとに、各シナリオでの導入割合を設定し、

REPOSの「再エネ導入目標設定」画面で再エネ導入目標を試算します。

指標項目 基準
(○○年度)

中間目標
(○○年度)

目標
(2050年度)

CO2削減量
(2050年度)

FIT・FIP
導入容量
（再エネ種別）

○○kW ー ー ○○t-CO2/年

区域電力使用量 ○○MWh/年 ○○MWh/年* ○○MWh/年* ー

再エネ設備容量 △△MW △△MW △△MW ○○t-CO2/年

再エネ年間
発電電力量

△△MWh/年 △△MWh/年 △△MWh/年 ○○t-CO2/年

使用電力の
再エネ比率

□□% □□% □□% ー

試算
結果を
採用

*予測値

REPOSを活用した目標設定の検討内容（例）

◼ REPOSで、FIT・FIP認定済設備容量の導入実績、
区域の電力需要量を確認します。

再エネ導入実績（設備容量）区域の電気使用量
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【機能のご紹介】目標設定のパターン選択

7. 再エネ導入目標の設定

STEP1

地域における再エネ導入目標
設備容量を設定

STEP2

再エネ種別ごとの再エネ
導入目標設備容量を設定

STEP3

目標の設備容量との差分の
確認

設備容量ベース P.26~27
地方公共団体実行計画（区域施策編）やゼロカーボンビジョン等で
設定済みの設備容量ベース[MW]の再エネ導入目標に対して、
地域全体や再エネ種別ごとの導入目標量をMWベースで目標値を
設定

域内の電力需要ベース   P.28~29
再エネ導入の設備容量の目標は設定していないが、
電力量[GWh]ベースで設定した再エネ導入量・導入割合の目標
（以下再エネ比率）に対して、域内の電力需要量を参照しながら、
GWhベースで目標値を設定

◼ 地域脱炭素化支援ツール

設定済みの再エネ導入目標を基に検討したいとき

再エネ導入目標設定

地域の電力需要量を基に検討したいとき

現状把握 目標設定 施策策定

自治体での目標設定状況や、地域の再エネ導入ポテンシャルと電力需要量のバランスを踏まえて、
目標設定の方法を2パターンから選択することができます。

排出量、導入実績、
導入場所を考慮しつつ
目標の設備容量を調整

【入力】

【調整】

自治体の電力需要量を
もとに、再エネ発電量の
全体目標値を設定し、
ポテンシャルを基に再エネ
種別ごとの導入比率を
設定

排出量、導入実績、
導入場所を考慮しつつ
目標の発電量を調整

【入力】

【調整】

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール＞再エネ導入目標設定

STEP1

地域における再エネ導入目標
発電量を設定

STEP2

再エネ種別ごとの再エネ導入
目標発電量を設定

STEP3

目標の再エネ発電量との差分の
確認

or

◼ トップダウン式
設定済みの導入目標
の設備容量に対して、
ポテンシャルを基に
再エネ種別ごとに
導入目標を設定

◼ ボトムアップ式
ポテンシャルを基に
再エネ種別ごとの
導入目標を設定し、
合計値を全体の
導入目標として記入

https://repos.env.go.jp/web/target/target
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【機能のご紹介】再エネ導入目標設定 ～設備容量ベース～

7. 再エネ導入目標の設定

④発電事業者を選択し、事業者ごとのデフォルト排出 数※を確認

※CO2排出量[t-CO2/年]＝排出 数[t-CO2/kWh]×発電電力量[GWh/年]

⑤既に設定している、またはCO2削減量等から逆算した
再エネ導入目標量を入力

①自治体を選択

②目標設定時に必要となる関連情報を確認

③地域全体の目標設定方法で設備容量ベースを選択

STEP1 地域における再エネ導入目標量を設定

【REPOSで確認できる情報】
• 再エネ導入実績量（FIT/FIP）
• 再エネ導入ポテンシャル

• STEP2、3で再エネ種別ごとに導入目標量を設定した上で、
再エネ設備容量の目標値を入力することも可能

1

2

3

【自治体排出量カルテで確認できる情報】
• CO2排出量

4

5

POINT！

1

3

2

4

5

再エネ導入ポテンシャルや導入実績を参照しながら、再エネ導入の設備容量目標を設定できます。

◼ 地域脱炭素化支援ツール 再エネ導入目標設定

現状把握 目標設定 施策策定

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール＞再エネ導入目標設定

https://repos.env.go.jp/web/target/target
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⑥設置対象の施設、土地、気候や産業の状況を踏まえ、
自治体の導入ポテンシャルと導入実績値を参照しながら、
再エネ種別ごとの導入目標量 び設備利用率※を入力
※設備利用率[%]＝設備利用時間/24時間
※目標の発電電力量[GWh/年]は、目標設備容量[MW] と設備利用率[%]を
基に算出

⑦仮置きした再エネ導入目標が、域内のCO2排出量のどの程度を削減
できるかを確認し、現行の排出量と比較しながら、導入目標量を調整

⑧導入実績のうち、自治体で独自に把握している情報
（非FIT・非FIPの設備等）を入力したい場合や、
追加導入目標量を補正したい場合は数値[MW]を入力

⑨「再エネ促進区域検討」に遷移し、導入検討の候補地を設定した上、
補正 数を設定し、設定促進区域の導入ポテンシャルと目標との
差分を確認しながら STEP2 で目標を修正

再エネ促進区域検討を考慮した再エネ導入目標の調整については、
P.30をご参照ください

※追加導入目標量＝導入目標ー導入実績
※目標との差分＝導入目標ー導入実績ー設定促進区域の導入ポテンシャル

⑩検討内容をREPOSシステム上で保存し、次回検討時に参照可能
（ログイン時の限定機能）

【機能のご紹介】再エネ導入目標設定 ～設備容量ベース～

7. 再エネ導入目標の設定

【REPOSで確認できる情報】
• CO2排出量
• CO2排出削減量：再エネ種別、合計量、全体排出量に相当する比率

6

7

6

7

8 9

10

8

9

10

9

STEP2 再エネ種別ごとの再エネ導入目標量を設定

STEP3 目標の設備容量との差分を確認

現状把握 目標設定 施策策定

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール＞再エネ導入目標設定

STEP2

6

7

https://repos.env.go.jp/web/target/target
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【機能のご紹介】再エネ導入目標設定 ～域内の電力需要ベース～

7. 再エネ導入目標の設定

④発電事業者を選択し、事業者ごとのデフォルト排出 数※を確認

※CO2排出量[t-CO2/年]＝排出 数[t-CO2/kWh]×発電電力量[GWh/年]

⑤自治体の電力需要量を確認した上で、再エネ発電量の目標値を
入力し電力需要をどの程度賄うことができるかの比率を確認

①自治体を選択

②目標設定時に必要となる関連情報を確認

③地域全体の目標設定方法で域内の電力需要ベースを選択

1

3

5

1

3

2

4

5

2

4

• 自治体の電力需要量の内どの程度を再エネで賄いたいかの比率を設定し、
逆算して再エネ発電量の目標値を入力することも可能

POINT！

【REPOSで確認できる情報】
• 域内の電力需要量/熱需要量
• 再エネ導入実績量（FIT/FIP）
• 再エネ導入ポテンシャル

【自治体排出量カルテで確認できる情報】
• CO2排出量

STEP1 地域における再エネ導入目標量を設定

域内の電力需要量や導入実績を参照しながら、再エネ導入の発電量目標を設定できます。

◼ 地域脱炭素化支援ツール 再エネ導入目標設定

現状把握 目標設定 施策策定

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール＞再エネ導入目標設定

https://repos.env.go.jp/web/target/target
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【機能のご紹介】再エネ導入目標設定 ～域内の電力需要ベース～

7. 再エネ導入目標の設定

現状把握 目標設定 施策策定

⑥設置対象の施設、土地、気候や産業の状況を踏まえ、
自治体の導入ポテンシャルと実績値を参照しながら、再エネ種別ごとに、
目標の発電電力量を賄う再エネ比率 び設備利用率※を入力
※設備利用率[%]＝設備利用時間/24時間
※目標の発電電力量[GWh/年]は、目標設備容量[MW] と設備利用率[%]を
基に算出

⑦仮置きした再エネ導入目標が、域内のCO2排出量のどの程度を削減
できるかを確認し、現行の排出量と比較しながら、目標の発電電力量を
賄う再エネ比率の合計が100%となるよう、再エネ導入目標を調整

⑧導入実績のうち、自治体で独自に把握している情報
（非FIT・非FIPの設備等）を入力したい場合や
追加導入目標量を補正したい場合は数値[GWh/年]を入力

⑨「再エネ促進区域検討」に遷移し、導入検討の候補地を設定した上、
補正 数を設定し、設定促進区域の導入ポテンシャルと目標との
差分を確認しながら STEP2 で目標を修正

再エネ促進区域検討を考慮した再エネ導入目標の調整については、
P.30をご参照ください
※追加導入目標量＝導入目標ー導入実績
※目標との差分＝導入目標ー導入実績ー設定促進区域の導入ポテンシャル

⑩検討内容をREPOSシステム上で保存し、次回検討時に参照可能
（ログイン時の限定機能）

【REPOSで確認できる情報】
• CO2排出量
• 導入目標による発電量：再エネ種別、合計量
• CO2排出削減量：再エネ種別、合計量、全体排出量に相当する比率

6

7

6

7

8 9

10

8

9

10

9

STEP2 再エネ種別ごとの再エネ導入目標量を設定

STEP3 目標の再エネ発電量との差分の確認

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール＞再エネ導入目標設定

STEP2

https://repos.env.go.jp/web/target/target
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【参考】再エネ促進区域検討を考慮した目標調整

7. 再エネ導入目標の設定

地域脱炭素化支援ツール

①目標との差分を確認

導入候補地の検討により
賄うべき導入目標量を確認

再エネ導入目標設定画面と再エネ促進区域検討画面を切り替えることで、導入候補地（選択したエリア）の導入ポテンシャ
ルを確認しながら、目標との差分を踏まえて全体の再エネ導入目標を調整できます。

設定した促進区域での導入量を踏まえて、
目標との差分を確認したい

③再エネ導入割合を設定

設定した区域の特性等を
踏まえ、再エネ種別ごとの
建物・土地等への
再エネ導入割合を検討し、
補正 数を設定

②導入候補地を選択

具体 な導入候補地を選択し、各区域における再エネ導入ポテンシャル
を確認し、導入量を概算 ※詳細はP.34にてご参照

再エネ導入目標設定 再エネ促進区域検討

目標達成のための再エネ導入候補地を検討したい

候補地ごとの具体 な導入量をもとに、
追加候補地の設定や目標の見直しを進めたい

現状把握 目標設定 施策策定

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール

https://repos.env.go.jp/web/target/target
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本章では、地方公共団体実行計画（区域施策編、地域脱炭素化促進事業編）の作成時など、
地域脱炭素の実現に向けた検討におけるREPOSの活用方法を紹介します。

◼ 現状把握
◼再エネ導入ポテンシャルの把握

◼目標設定
◼再エネ導入目標の設定

◼施策検討
◼再エネ導入計画策定
◼ゾーニング/促進区域検討
◼除外・考慮すべき区域の検討
◼関 者等との合意形成

地域脱炭素の実現に向けた検討における
REPOSの活用方法

現状把握

施策策定

目標設定
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8. 再エネ促進区域・ゾーニング等の検討

◼ 再エネ導入目標の達成に向け、促進区域の設定等の具体 な再エネ導入施策を検討する際に、REPOS
の促進区域検討機能等を活用して、導入可能なエリア、導入に適さないエリアの両面から検討が可能です。

◼ また、自治体が保有する地域情報の投稿により、地域特性を考慮した再エネ導入施策を検討することも
できます。

1

◼再エネ導入ポテンシャルや導入時に除外・考慮すべき区域情報・  情報を
地図で重ね合わせながら、設定した目標値を参照し、促進区域を検討できます

◼自治体が保有する地域固有のGIS情報を投稿し、REPOSの情報と合わせて検
討をすることも可能です

REPOSを活用した
再エネ導入促進区域・ゾーニング等の検討

促進区域
設定に る
   令
関連情報

地域脱炭素化支援ツール

・・・

再エネ導入ポテンシャル

自 ・  

防災関連

地域固有情報

2

1

2

3

再エネ導入ポテンシャル例：太陽光（建物系）

需要地情報 例：学校、病院

除外情報 例：鳥獣保護区（国指定）

再エネ促進区域検討

促進区域検討 地域固有情報の投稿

自治体内での
再エネ導入に向けた検討

⚫ 再エネ設備の導入に適さないエリアを
把握した上で関係者と合意形成を
図りつつゾーニングの検討を行いたい

⚫ 複数の情報源を組み合わせた
除外エリアの確認に手間がかかる

⚫ 複数のGIS情報と、REPOS上の
再エネポテンシャルとを併せて
地図上で確認したい 施策を策定する際に活用できるREPOSの機能

3

現状把握 目標設定 施策策定
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【活用イメージ】区域施策編等の計画における再エネ導入適地の検討

8. 再エネ促進区域・ゾーニング等の検討

◼ 区域施策編等の計画において、REPOS上のポテンシャル情報、導入に適さない地域情報等を地図上で
可視化し、再エネ導入促進区域・ゾーニング等の検討材料として掲載いただくことが可能です。

4 温室効果ガス排出削減等に関する対策・施策

区域施策編等での再エネ導入施策に関する検討のイメージ

(4)再生可能エネルギーの導入促進
A市では、再エネ導入促進において以下の重点施策に取り組んでいる。
施策１：災害用電源としての再エネの活用
施策２：再エネを活用した物流拠点、EVシェアリング拠点の設立

再エネ導入取組重点エリア（太陽光）

現状把握 目標設定 施策策定

促進事業編等でのゾーニングに関する検討のイメージ

2 地域脱炭素化促進事業の促進に関する事項の設定

（2）促進区域の基準設定 （3）促進区域の設定

(1)促進事業の再エネ導入目標

1

中心市街区：
• 災害用電源としての
再エネの活用
病院・学校等の避難

施設へ重点 に再エネ
設備・蓄電池を導入し、
災害用電源を強化

交通センター：
• 再エネを活用した物流拠点、

EVシェアリング拠点の設立
産業・民生分野で交通流量

の多い場所に、物流拠点やEV
シェアリング拠点として再エネ
導入を検討

出典：再生可能エネルギー情報提供システム【REPOS（リーポス）】
（   ）（https://repos.env.go.jp/web/）を加工して作成

指標項目 基準
(○○年度)

中間目標
(○○年度)

目標
(2050年度)

GHG排出量の削減目標 ○○t-CO2/年 ○○t-CO2/年 ○○t-CO2/年

再エネ導入目標 △△MW △△MW △△MW

促進事業の再エネ導入目標 △△MW △△MW △△MW

分類 基準 項目 情報

除外 国 生物多様性
に る情報

自然  
保全地域

考慮 ○○
県

生物多様性
に る情報

鳥獣保護区
（都道府県
指定）

考慮 ○○
市

社会 な調
整が必要な
地域

保全対象
施設：学校、
病院等

促進 ー 事業性に 
る情報

再エネポテン
シャル情報

出典：再生可能エネルギー情報提供システム
【REPOS（リーポス）】（   ）
（https://repos.env.go.jp/web/）を
加工して作成

除外エリア

促進エリア

考慮エリア

資料を基に関 者と調整



34

【機能のご紹介】再エネ促進区域検討：促進区域の設定

8. 再エネ促進区域・ゾーニング等の検討

※本機能は太陽光、風力のみ対 しています。

1

２

3

5

4

①導入検討区域を設定したい再エネ種を選択：太陽光（建物系/土地系）、風力（陸上風力）

②描画形式※、モードを選択する
※フリーフォーム：自由に描画
※都市計画用途地域：都市計画用途地域で色塗りされている場所を押下

③（フリーフォームの場合）再エネ導入を検討したい区域に対して、地図上でカーソルが●の状態で描画
④区域の再エネ導入ポテンシャル情報、 計発電量電力量の情報を確認し、再エネ導入を促進したい区域を設定
⑤「再エネ導入目標設定」画面に戻り、目標を再度検討の上、設定した区域の再エネ導入ポテンシャル量を確認

※設定した再エネ導入を促進したい区域はREPOSのシステム上で保存することが可能（ログイン限定機能）

◼ 地域脱炭素化支援ツール 再エネ促進区域検討

操作方法

地図上で設定した促進区
域のポテンシャル等の情報
を確認することができます

【当機能で表示できる情報】
（設定した区域）

◼太陽光（建物系/土地系）
• 選択面積
（全体、カテゴリー別）

• 導入ポテンシャル
（カテゴリー別）

•  計発電電力量
• 建物/土地個数

◼陸上風力
• 選択面積
• 風況マップ
• 賦存量、導入ポテンシャル
（ 計発電電力量、平均風速）

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール＞再エネ促進区域検討

地図上で再エネ導入を検討したい区域を描画・選択し、再エネ導入ポテンシャルや 計発電電力量を確認できます。
また、再エネ導入を検討する区域の選択結果を出力することもできます。

現状把握 目標設定 施策策定

1

2

3

4

5

https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
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再エネ促進区域検討画面では、自然保護区等様々な情報レイヤーが搭載されています。除外・考慮が必要な区域や、留意
が必要な施設を選択することで、再エネ設備の導入に適さない区域を把握した上で促進区域を検討できます。

【機能のご紹介】再エネ促進区域検討：除外情報の確認

8. 再エネ促進区域・ゾーニング等の検討

◼ 地域脱炭素化支援ツール

※1 搭載情報の詳細は搭載データ一覧または当ガイドのP.12にて確認可能

保護林

鳥獣保護区

除外情報レイヤー※1を選択すると、
保護林や鳥獣保護区などの、
再エネ設備の導入時に除外・考慮
すべき区域を確認できます

再エネ促進区域検討

【当機能で表示できる主要情報】

◼促進区域設定に係る
環境省令関連情報
• 一律に除外すべき区域
• 考慮が必要な区域
• その他の留意が必要な施設・エリア等

◼需要地情報
• 建築物/図書館/福祉施設/
病院、診療所/学校

◼再エネ導入ポテンシャル情報
• 太陽光（建物系/土地系）
• 風力（陸上風力）

現状把握 目標設定 施策策定

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール＞再エネ促進区域検討

・・・

https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
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【機能のご紹介】再エネ促進区域検討：地域固有情報の投稿

8. 再エネ促進区域・ゾーニング等の検討

1

2
3

保有するGIS情報をREPOSへ投稿

4

5

投稿したいファイルを開く

※投稿できる情報はshpファイルのみです
関連ファイル（shp、dbf、shx、prj）を
まとめて1つのzip形式にして投稿してください

投稿情報のレイヤー名および出典を入力

投稿先、編集設定を確認し、情報をアップロード

1

2

3

4

5

投稿用のグループ 「自治体名（自治体専用）」で投稿情報の
レイヤーを確認

地図上で投稿情報を確認

※投稿情報は外部には公開されず、
投稿した自治体内のみで確認できます

自治体が地域の独自特性に基づいて導入可能区域や除外区域を検討したい場合、または独自情報を活用して
地域施策を考慮した再エネ導入を検討したい場合、外部のGIS情報をREPOS上に投稿し、ポテンシャル情報や
除外情報と重ね合わせて検討することが可能です。

◼ 地域脱炭素化支援ツール ※本機能はログイン時のみ利用可能再エネ促進区域検討 地域固有情報の投稿

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール>再エネ促進区域検討>地域固有情報の投稿

【投稿できる情報】

◼自治体が保有する
地域独自のGIS情報

◼ REPOSに搭載されて
いないが、外部から
取得できるGIS情報

現状把握 目標設定 施策策定

地図上で投稿情報を確認

操作方法

※本機能で投稿した情報は
一般には公開されず、
投稿した自治体のみが
閲覧・利用可能となります

https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
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【機能のご紹介】再エネ促進区域検討：地域固有情報の投稿

8. 再エネ促進区域・ゾーニング等の検討

※自治体で独自のGISデータをお持ちの場合は当該データを投稿いただくことが可能です。
また、国土数値情報ダウンロードサイト（国土交通 ）等の外部サイトでGISデータを入手し、
投稿することも可能です。

学校・体育館等の公共施設や指定避難所への
防災用電源の導入に適した土地を検討できます。

投稿した避難施設の所在地に
関する情報を、REPOS上の
再エネ導入ポテンシャル、災害
関連除外区域の情報と重ね合
わせて表示することができます

REPOS上の再エネ導入ポテンシャルと、交通流量が
大きいと想定される物流拠点・高速バス停留所等の
施設情報を重ね合わせて、EV充電施設の整備や
EVシェアリングの導入に関する検討ができます。

【まちづくりを考慮した再エネ導入の検討】

【レジリエンス強化を考慮した再エネ導入の検討】

地域固有情報の投稿機能は、地域特性を考慮した再エネ導入の検討に役立ちます。
例えば、レジリエンスの強化を目 とした再エネ導入を検討する場合、避難施設の情報を投稿して地図上で確認し、
防災用電源の導入に適した土地を検討することが可能です。

◼ 地域脱炭素化支援ツール ※本機能はログイン時のみ利用可能再エネ促進区域検討 地域固有情報の投稿

REPOSサイトリンク：地域脱炭素化支援ツール>再エネ促進区域検討>地域固有情報の投稿

◼REPOS上の搭載情報
• 再エネ導入ポテンシャル情報
• 浸水想定区域（洪水/津波）

◼投稿情報
• 避難施設データ（国土数値情報）

◼投稿情報
• 物流拠点（国土数値情報）
高速バス停留所データ（国土数値情報）

現状把握 目標設定 施策策定

活用方法の一例

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
https://repos.env.go.jp/web/main/sup_promotion_map
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9. ユーザー登録機能

◼ ユーザー登録をすることで、REPOSの地域固有情報の投稿機能、検討内容の保存機能等を活用できます。

※ユーザー登録機能は自治体のご担当者と関連事業者（当該自治体担当者が招待した事業者）のみご利用可能です。

登録・ログインにより、使用できる機能

「ユーザー登録」画面にて、「lg.jp」ドメインのメールアドレスを入力し、
「同意してユーザー登録をする」を押下すると、ご指定のメールアドレス
に「【REPOS】ユーザー仮登録のお知らせ」のメールが届きますので、
手順に沿ってご登録ください。

◼ 地域固有情報の投稿
➢ 地域固有情報のアップロード
➢ マイページでの一括管理や内容変更

◼ 目標設定・促進区域検討等の保存

➢ 検討内容を保存し、次回検討時に参照

【保存可能な情報】

➢ 目標設定で入力済みの数値の保存
➢ 設定した再エネ導入を促進したい区域の情報の保存
➢ レイヤーの選択状態の保存
➢ 地図上で作成した描画メモの保存

※「再エネ導入目標設定」機能等で、複数の設定パターンを保存する場合や、設定情
報を長期に保存する必要がある場合は、ダウンロード機能をご活用ください。

◼ 「再エネ促進区域検討＞地物ごとの情報抽出」における詳細の情報確認

➢ 「建物区分」「農地」「ため池」ごとの再エネ導入ポテンシャルの確認

◼ 関連事業者の追加

➢ 自治体担当者が招待することで関連事業者も
ユーザー機能を利用可能

ユーザー登録の方法
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活用例紹介
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10. 計画策定業務における活用事例

• 岐阜県恵那市では、「恵那市地球温暖化対策実行計画 【区域施策編】 」の中で、「基本対策（施策を着実に 進するケース）」と、
「強化対策（基本対策を強化したケース）」の２つのシナリオを作成した上で、ゼロカーボンに向けた目標設定をしています。

• 風力・中小水力の再エネ導入によるGHG排出削減量を試算する際に、REPOSの再エネポテンシャルの 計値を活用されています。

再エネ導入ポテンシャルを基にした複数ケースを踏まえた目標設定（岐阜県恵那市）

参考:恵那市地球温暖化対策実行計画 【区域施策編】 （令和4年3月）https://www.city.ena.lg.jp/kurashi_tetsuzuki/gomi_kankyo/shien_torikumi/9628.html

◼ 分野別の対策において各２つのケースを策定し、
各分野の対策を合わせた際のGHG排出量削減の達成度合いを確認

◼ 中小水力・風力の再エネ導入のケース検討時に
REPOSの再エネ導入ポテンシャルの 計値を活用

ゼロカーボンに向けた目標設定とシナリオの立案

ゼロカーボンシナリオの削減目標値ゼロカーボンシナリオ

■・・・
■中小水力

■風力：

REPOSの風力発電の
設備容量ポテンシャルに対し、
2050年に30％が稼働

ケース１：
基本対策

ケース2：
強化対策

REPOSの風力発電の
設備容量ポテンシャルに対し、
2050年に42％が稼働

REPOSの再エネ導入ポテンシャルに対して、
導入割合を設定

目標達成に向けた対策の実行状況に関するケースの設定 目標達成に向けたシナリオの立案

2050年ゼロカーボンが、
ケース１では未達、
ケース２でほぼ達成可能
であることを試算により確認

◼ 各分野での対策を組み合わせ、市全体として
2050年ゼロカーボンを達成する上でのシナリオを策定

https://www.city.ena.lg.jp/kurashi_tetsuzuki/gomi_kankyo/shien_torikumi/9628.html
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10. 計画策定業務における活用事例

• 北海道知内町では、促進区域設定に関する国・都道府県基準や、地域の自然・社会条件などの条件を考慮し、
町全体の再エネ導入に向けたゾーニングマップで、保全エリア・調整エリア・促進エリアを設定しています。

• 促進エリアの設定をする際に、REPOSが提供している再エネ導入ポテンシャル情報（風況データ等）をもとにして、
陸上風力発電の導入に関する検討を進めています。

再エネ導入ポテンシャルマップを参考にした促進区域の検討（北海道知内町）

参考:知内町地球温暖化防止実行計画（R7年3月） https://www.town.shiriuchi.hokkaido.jp/chosei/keikaku/ondankaboshi.html

「保全エリア」「調整エリア」「促進エリア」の条件設定・情報収集 再エネ導入ゾーニングマップの作成

◼ 国・都道府県基準 び町内の自然・社会制約を考慮し、
エリアの設定に向けて考慮すべき条件を設定

◼ 促進エリアの設定の際に、事業性に る情報の一つとして
REPOSの再エネ導入ポテンシャル情報（風況データ）を活用

◼ 条件設定に基づき収集・整理したGISデータ等を用いて、
情報の重ね合わせた上で、エリアを抽出

知内町再エネ導入ゾーニングマップ「陸上風力発電版」
保全エリア

調整エリア

促進エリア

◼ 法令・  保全などの観点により保全が必要であり、
導入を「抑制するべき区域」

◼ 配慮すべき事項について地域関 者・機関との「調整が必要な区域」

◼ 事業性があり、自然・社会 な制約が少なく導入を「促進しうる区域」

• 環境配慮情報 自然  例：鳥獣保護区
• 地域課題基礎情報 防災 例：砂防指定地

• 環境配慮情報
自然  例：植生自然度
生活  例：医療施設

• 地域課題基礎情報
防災 例：砂防指定地
土地利用 例：国有林（保安林等）

• 事業性に係る情報
導入ポテンシャル

例：風況
年平均風速5.5m/s以上

インフラ
例：既存道路 び既存主要林
道300mの範囲

https://www.town.shiriuchi.hokkaido.jp/chosei/keikaku/ondankaboshi.html
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10. 計画策定業務における活用事例

• 千葉県南房総市では、「南房総市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の中で、重点 に検討を行う取組の一つとして
「耕作放棄地・遊休農地対策」を掲げています。

• その中で、太陽光発電設備の導入可能性を検討するにあたり、REPOSの太陽光（土地系）の情報を活用しています。

市広域ゾーニングマップと再エネ導入ポテンシャルマップの比較（千葉県南房総市）

参考:南房総市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）https://www.city.minamiboso.chiba.jp/cmsfiles/contents/0000019/19048/kuikisesakuhen.pdf

市内耕作放棄地・遊休農地における太陽光発電導入の検討

◼ 南房総市は「南房総市農村  計画」の中で、
豊かな農村  資源を守り育てていくことを目 に、
ゾーン設定を行い、それぞれの特性に  た方針を設定

◼ 耕作放棄地・遊休農地の有効活用が必要な
「人と農業の共生ゾーン」や「里山  共生ゾーン」において、
再エネ導入を検討し、情報提供や農地所有者とのマッチングを支援

◼ エリアごとに検討する上で、市広域ゾーニングマップと、
REPOSの太陽光（土地系）ポテンシャルマップを比較

https://www.city.minamiboso.chiba.jp/cmsfiles/contents/0000019/19048/kuikisesakuhen.pdf
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11. REPOSを活用した再エネ導入方針の検討例 現状把握

*：本ページは、「令和7年度 再エネ導入ポテンシャル情報を活用した地域脱炭素 進のための情報提供方策検討委託業務」において、長崎県大村市の
検討におけるREPOSの活用について、大村市と議論した結果を整理しています。実際の自治体の計画・施策とは異なる場合がある点にご留意ください

REPOSを活用した再エネ導入の検討イメージ大村市の計画策定の状況

大村市の検討内容*：
「風力発電等のポテンシャルは大きくは見込めないことを改めて確認できる」
「太陽光発電が再エネ導入における有力候補となる点を認識できた」
「太陽光土地系のポテンシャルが高いエリアもあるが、新規の住宅建設が予定されるエリアも含まれる
ため、太陽光建物系の候補地としても考えられる」

自治体内の再エネ導入方針の検討に際し、REPOSを実際に活用して議論を進める取り組みを、
長崎県大村市の協力を得て実施しました

実際にREPOSの画面を大村市にご確認いただき、議論した結果を整理しています*

本ページの
位置づけ

区域施策編の改定に向けて、
地域の再エネ資源を確認し、
再エネがどの程度有効な施策
であるかや、
有望な再エネ種を検討したい

太陽光のポテンシャルが
大きく、電気の再エネ
ポテンシャルの大半を占める
再エネポテンシャルで、
区域の電力需要量を
カバーしうる

工業地・住宅地で建物系太陽光の導入ポテンシャルが大きい
農地で土地系太陽光の導入ポテンシャルが大きい
風力発電の導入ポテンシャルは市全域で微小と考えられる

3 4

3

4

REPOS 再エネ情報カルテ
REPOS 再エネ導入ポテンシャル

太陽光 建物系／太陽光 土地系／風力

5

5

1

2

1

2

REPOSの情報を参照し、市内の再エネ導入可能性を確認

1
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11. REPOSを活用した再エネ導入方針の検討例 施策策定

大村市の
計画策定の状況

区域施策編の改定に向けて、公共施設の活用も含めて、具体 な再エネ導入エリアを検討したい

山間部は保安林が多く存在するため、
再エネ導入を促進するエリアからの除外すべきと判断

再エネ導入における要配慮エリアの検討

市役所の新庁舎建設予定地を含めた市の公共施設や避難所の位置と、
再エネポテンシャルの分布を組合わせて確認
公共施設を用いた再エネ導入や、防災・レジリエンスへの活用を検討

再エネ導入候補エリアの検討
および独自のGISデータ（おおむらマップ）の活用

新庁舎

公園
運動施設

避難所など
（おおむらマップ）

再エネポテンシャル
（REPOS）

除外・考慮すべきエリア
（REPOS）

・・・

・・・

・・・

*：本ページは、「令和7年度 再エネ導入ポテンシャル情報を活用した地域脱炭素 進のための情報提供方策検討委託業務」において、長崎県大村市の
検討におけるREPOSの活用について、大村市と議論した結果を整理しています。実際の自治体の計画・施策とは異なる場合がある点にご留意ください

大村市の検討内容*：
「新庁舎・運動公園や避難所は再エネ導入の候補地としやすいため、除外エリアに分類されていないと確認できる点は有用」
「除外すべきエリアに関する情報を保持しておくことで、事業者との協議もしやすくなるのではないか」

2
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補足情報
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12. サイトマップ

ツール名 機能

トップページ

REPOSとは 当サイトの目 と概要を説明しています。

メインメニュー

再エネ導入ポテンシャルメニュー
再エネ種別ごとに、再エネ導入ポテンシャルを提示しています。「地図」では、地図上でポテンシャルの高い
区域を、「 計値」では、各地域のポテンシャル総量等の情報を確認できます。

地域脱炭素化支援ツール（再エネ導入目標設定）
地域の電力需要量、再エネ導入によるCO2削減量等を把握しながら、再エネ導入目標を検討すること
ができます。

地域脱炭素化支援ツール（再エネ促進区域検討） 再エネポテンシャルと除外条件を参照し、再エネ導入の促進区域を検討できます。

地域固有情報の投稿
自治体や事業者が所有するGIS情報をREPOSにアップロードすることで、地域固有の情報
（固有の自然保護区等）と再エネポテンシャルの区域を重ね合わせて、促進区域を検討できます。

分析ツール

中小水力分析データ
FIP制度下での中小水力発電収入分析データ、中小水力分析ツールを搭載しています。

中小水力分析ツール

時空間ポテンシャルデータについて ポテンシャルの年間を通 た変動（30分間隔）を地図上で動画で確認することができます。

航空画像・衛星画像を基にしたAI分析による太陽光
の導入状況

既設PVの導入量、PV未設置建物における導入可能性量情報を搭載します。

データ

搭載データ（地図）
ゾーニングに関連する一般 な地図情報（自然、景観、文化財などの地図情報）やポテンシャル情報
を重ね合わせて利用することができます。

搭載データ REPOS搭載のGIS情報等を確認・ダウンロードすることができます。

風況マップ（全国） 風力発電の導入に向けた検討の参考資料としていただくため風況マップ情報を提供しています。

過年度報告書  計方法の詳細等を調べたい場合に利用できます。

ログイン機能
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12. サイトマップ

ツール名 機能

ヘルプ

REPOS活用ガイド 本サイトの概要を説明し、業務に即した活用方法を解説しています。（本資料）

利用解説書 本サイトの概要および操作について、より詳細に説明をしています。

用語の解説 本サイトで使用している用語をまとめています。

よくあるご質問
再エネポテンシャル情報の精度の限界に関する説明、取扱い上の注意点や、リンク・バナー利用規則、
Q&Aなどを記載しています。

関連サイト 関連するサイトの一覧を記載しています。

ユーザー専用
ユーザー登録し、ログインすることで、導入目標・促進区域の検討を保存できます。
また、アップロードした地域固有情報（GIS情報）の管理ができます。

ユーザー登録

ログイン

お知らせ お知らせ情報が確認できます。過去の修正・更新履歴など重要な情報なども掲載されます。

ご意見・お問い合わせ・アンケート ご意見・お問い合わせを行う際の連絡先を記載しています。

サイトマップ

プラバシーポリシー
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